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7
月 3 日弘済会館（東京）で社団

法人日本自閉症協会の理事によ

る役員選考会が行われた。今回、自

薦他薦による会長候補 2 名副会長 4

名の立候補者が出たため、社団法人

日本自閉症協会で初めての役員選挙

となり、次の人が選ばれ、新理事着

任の 7月 8日をもって次の新役員に

よる三役執行部体制が決定した。

会長…山崎晃資（やまざきこうすけ）

73 歳、　副会長…市川宏伸（いちか

わひろのぶ）66 歳、五十嵐康郎（い

がらしやすろう）64 歳、新保文彦（し

んぽふみひこ）55 歳、の 3名。

常務理事…山浦正市（やまうらしょ

ういち）6� 歳（敬称略）です。

○石井哲夫前会長の役員選考会での

退任挨拶

今
回の会合は現在の会長である

私が招集した。社会情勢の急

転する中で災害が起こり、また世界

自閉症啓発デーも急遽延期され、先

般テーマを変えシンポジュームを

行ったが、その際に痛感したのは、

「まだまだ自閉症についての我が国

の対応がきわめて不十分である」と

いうことである。私はこれで退任す

るのであるが、今回のこの困難な状

況を打開するために働ける、強力な

執行部をぜひ創っていただきたいと

願う。

　現在、政治・行政のいろいろ動き

が激しくなっており、すでに障害者

差別禁止法などは成立したが、まだ

障害者総合福祉法の成立はみない状

態である。しかも、障害者基本法の

改訂については、内容を検討すると、

最初の障害者基本法の制定時に於い

て、当時の親の会の須田さん達が熱

心に障害名の明記をせまったわけで

ある。それにより、障害者基本法の

付帯事項に「自閉症・てんかん・難

病等」の文字が出たのである。そこ

には、身体障害・知的障害・精神障

害と同様に、きちんと対処するとい

うことが書かれているにもかかわら

ず、発達障害者支援法までがさした

ることもなく、いちおう施設も出来、

予算もできたが、予算の配分が十分

でない。また、その活動が停滞して

いる状況である。

　この機会に、自閉症という、人間

関係が大変難しい特性を社会にどう

したら啓発できるか。障害の種類と

いうことにおいて、発達障害にくく

られていいのか。を今一度考えて欲

しい。私はこのことで大変苦慮して

いる。ぜひそこで、皆さんの専門性

を導入して欲しいと思う。全国自閉

症児者施設協議会、自閉症スペクト

ラム学会、日本発達障害ネットワー

ク（JDD）などと協力して、自閉症

に特化した政策を一歩でも進めるよ

うにして行かなければならないと思

う。特に最近、高機能の当人発言、

本人グループ活動が行われるように

なり、とかく親に対する批判的言動

が見られるようになってきた。本協

会は親の会から発足し、支援者を交

えて社団法人として自閉症児者支援

というものを行っているが、実情は

親の会としての会員が大多数を占め

ている。私が会長就任時にも言った

が、親と支援者が大同団結して、「発

言できない本人の心中を理解し、代

弁出来る当事者として社会活動を展

開していくこと」を再度強調したい。

そのためには今日の選考結果はどう

であろうと、新会長の下で一致大同

団結して頂きたい。そして、社会に

開かれた、多くの支援者が加入でき

る様なインクルーシブな協会として

発展して欲しいと願っている。在任

中は多くの方々にご迷惑をかけご理

解とご協力いただいたことに感謝し

たい。私は退任後も、元気のあるう

ちは、さらに、自閉症の人たちのた

めに支援を行っていきたい。

○山崎晃資、新会長の所信表明から

１．協会のあるべき姿について：日

本自閉症協会の前身は昭和 42 年に

発足した自閉症親の会であり昭和

43 年には全国組織としての自閉症

児者親の会全国協議会が設立されま

した。平成元年に社団法人日本自閉

症協会の認可を受けて現在に至っ

ている。この約 45 年間の間に本協

会をめぐる状況はめまぐるしく変化

し、いくつかの法案が可決され、障

害者基本法案の国会審議も最終段階

に入っています。このような急激な

変化に本協会はいかに対応し、会員
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の方々の要望にいかに応えるのかが

求められています。いかに多くの先

輩方がまさに血のにじむような努力

をしながら、営々として積み重ねら

れてきた本協会の基本的な考え方を

尊重しながらも、近未来的な新たな

方向を模索しなければならない大き

な転換点に来ている。昨年 �0 月に

開催された都道府県政令指定都市役

員連絡会での討論のまとめてして、

私は感想と意見を述べ、それは愛し

子 �25 号に掲載されている。そのポ

イントは ,

１．本協会の原点と言える当事者性

の問題。

２．本部事務局のありかた。

３．関連する諸団体との連携。

４．協会には未来はあるのかという

根源的な問題。

５．親亡き後の問題。

６．高機能自閉症やアスペルガー症

候群の人たちへの対応。

７．通所施設や入所対応選択肢多様

性の確保。

８．災害時の避難所における自閉症

児者の人々への対応の確保。である。

とくに８は 3.�� の東日本大震災で

現実の問題となり、来るべき東南海

大地震を視野に入れた早急な対策づ

くりが急務となっている。私は昨年

来の役員連絡会を契機に、可能な限

り、情報をメーリングリストに送り、

多くの役員の方々から、さまざまな

意見を伺い、さらに、診療の場で出

会う、多くの当事者やそのご家族の

方々から、生活の厳しさと要望を聴

き、今後の協会のあり方について考

えてきた。いま、本協会の発展のた

めには、より発展的な活動を主体的

に行うことが求められているし、特

に理事の皆様には協会の運営の当事

者として種々の難関に立ち向かって

いただきたい。ここで再度、次の５

点について考えを述べる。第１に本

協会の原点は、まさに当事者性であ

り、それが職能団体と異なるポイン

トです。私が考える当事者性とは当

事者である自閉症の人々の意見を尊

重しながら、自閉症の人々の幸せを

守るという一点にかけて、自閉症の

人々その保護者および家族、さらに、

教育・医療・福祉などに係わる専門

家など、自閉症に係わる全ての者が

もたなければならない志であると理

解しています。

　世界自閉症啓発デーに寄せられ

た、潘基文（パンギムン）国連事務

総長のメッセージに込められた自閉

症の人々とその家族および関係者へ

の熱い思いを改めて思い出していた

だきたい。この問題は本協会定款第

� 章第 3 条にある目的と関連するこ

とです。公営公益法人化に向けた定

款の改定に向けて是非、議論すべき

事柄です。第２に自閉症の人々がそ

れぞれの暮らし方を達成できるよう

に多様な選択肢を用意しておくこと

が不可欠です。自閉症の人々に係わ

る私たちは、様々な思いをもってい

ます。特別支援教育、インクルージョ

ン、権利擁護代弁、障害者権利条約

など早急に検討すべき課題がありま

すが、会員の中にはそれぞれに多様

な考え方があり理念と現実のギャッ

プに、常に悩まされ続けておりま

す。様々な制度が作られても、その

実態は極めて不十分なものが多多あ

る。私たちは、実りある建設的な議

論を活発に行いながら、実行力に富

んだ提言をしつづけなければならな

い。第３に障害者制度改革推進会議

および 総合福祉部会の試案が強力

に進められており、障害者基本法案

の審議も最終段階に入りました。そ

れに伴って各政党のヒヤリングも頻

繁に行われるようになり、さらに

先日行われた世界自閉症啓発デー

20�� シンポジューム「災害と自閉

症」を契機として 、発達障害を考

える議員連盟の勉強会や、国会議員

自閉症勉強会が開催され災害時の対

応が検討されるようになった。この

ような状況の変化に対して迅速に対

応し、本協会に対し意見を述べるこ

とが極めて重要です。会員の中には

優れた専門性と知識を持つ方々が多

いと思います。理事・代議員に限ら

ず会員から広く人材を求め、英知を

結集して課題ごとにある種の シン

クタンクを立ち上げることも早急に

検討する必要がある。そして公の委

員会、会議体に社団法人日本自閉症

協会として、メンバーを送り込む努

力をしつづけていかなければならな

い。第４に、世界自閉症啓発デーの

シンポジュームの継続と国際化につ

いて。昨年一年間をかけて準備して

きた 20�� シンポジューム「私たち

の育ちを信じて愛して」は東日本

大震災の影響を受けて延期となっ

た。このように 4月に入って連結事

情や来年度のシンポジウムの準備な

どを考え、厚労省の担当者と協議を

した結果 ,6 月 �8 日に急遽「災害と

自閉症～共に支え合い、共に生きる

～」とプログラムも入れ替えた。わ

ずか 2ヶ月間の準備期間しかなかっ

たが、被災者の皆様支援者の皆様の

協力と共催関連団体の協力でのべ

400 名の参加があり成功裡に終わっ

た。厚労省都の協議では �0 月に入

り 20�2 シンポジウムの準備に取り

かかる予定である。来年こそは、か

ねてから参加したいという強い要望

のあるアジア諸国の自閉症協会に呼

びかけ、まさに世界自閉症啓発デー

としての催しを考えている。本協

会も国際的な視野に立って、アジア

のリーダーとしての活動が求められ

ている。第５に協会として行うべき

課題は急増しているが、それに見合

う財源をどう確保するのかも緊急の
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課題である。会員数の減少や、各種

補助金の減額によって協会の財政は

厳しい状況にあり事務局運営の効率

化、経費の削減、加入数の増加など

を急がなくてはならない。○本協会

の財政を立て直す必要がある。急速

に状況が変化しつつある中で、本協

会が如何に機能し効率よく組織を整

えルのかは重要な課題です。新しい

体制を整えるに当たって検討すべき

課題を列挙すると、第１に、事務局

体制の立て直し、これまでも努力は

されてきたが、公益法人化を考えて

私が考える新たな課題を達成するに

は相当の覚悟をもって立て直しを図

らなくてはなりません。もちろん会

員数の増加は急務、わたしは、仮称

総務委員会を立ち上げ、事務局と密

接な連携を諮りながら効率よい事務

局運営が行われるようにすべきと考

える。第２に現在の部会委員会を再

編成して、委員会に統一し委員会活

動が活性化するようにしたい。委員

会の構成と運営の仕方については私

案があるが、今は省略します。ただ、

本協会の定款および内規には研究部

員の選任に関する記載の他には委員

会活動に関する明確な記載はなく、

組織等検討委員会等をはじめとする

各部会委員会報告が理事会総会議事

録に記載されているのみであった。

今後理事会常任理事会で検討すべき

である。第３に会員数の増加を図る

ことである。それには協会が自閉症

に係わる人々にとって魅力的な存在

になることが必すうの課題である。

その上で１、日本自閉症協会のポス

ターを作成し、臨床教育相談機関に

張り出し、入会案内を配布する。2．

かって会員だった方々に本協会の現

状を説明し再入会をお願いする。3．

自閉症を担当している関連諸機関の

専門家に入会を勧める。などの努力

をしたい。そのため、私は皆様のご

支援を得て自閉症の人々の  幸せの

ために、社団法人日本自閉症の発展

のために最善の努力をする所存であ

る。

○市川宏伸、副会長の所信表明

 　私の子どもが言語のない自閉症

のため、今から 30 年前以上前に入

会した。私の印象としては、30 年

前の自閉症協会は光り輝いていた。

現在、今は「かがやき」という本は

あるが、活動の内容は今ひとつで残

念である。そうなっているのは、一

つには、現在の政府・国の福祉施策

がころころ変わるのであり、政権が

変わると大幅に変更してしまった

り、また、なされつつある。今後も

政権がどうなるかは全く定かでな

く、この際、臨機応変に対応して行

かないと社会の流れに取り残され

る。協会がこの臨機応変さをもっと

持つべきである。また、自閉症協会

の各支部の会員の皆様が協会に期待

することが時代と共に大きく変わっ

てきており、多様化している。強

固な協会の存在が是非必要である。

「よくやってくれている」と感じら

れるようになるべきである。執行部

では情報収集をもっときちっとやっ

ていく。協会の会員の中の意見を協

会執行部が感じているか。たとえば

一つ、自閉症施設は重要な存在であ

るが、果たして全体の会員に自閉症

施設を充実させろという意見を出し

ていいのか、疑問を感じる。さら

に、自閉症と発達障害を対立軸的に

置いていいのかということである。

この考え方は無理な問題である。現

在、発達障害の中心が自閉症である

こと。広い意味での自閉症であると

いうことは何人も認めている。 私

は現在 JDD の代表として実践してい

る。 やり方システムを考えて、こ

れからの協会は、運営や方針をもっ

とクリアーでオープンなもので、わ

かりやすくして行かなければならな

い。そのことは、逆に言えば会員の

方々に協会の方針をわかりやすく説

明する。あるいは公開していくとい

うことであり、このことが日本自閉

症協会の存在感を高め強めることに

繋がるのではと考える。

　理事会でもっと議論をおこなって

欲しい。時の流れで、今、公益か一

般社団法人化か決める時であるが、

このような決定は、これからは、こ

れまでの総会ではなく、代議員会が

最高の決定機関となる。理事会の意

見が執行部に反映されるような方向

をより求めていかなければならな

い。私は 20 数年前に知的障害者施

設を創ったが、創るさいの反対運動

はすざましいものであった。それだ

け世の中の偏見は強いのである。障

害者団体が大同団結していかないと

結局自分たちが不利益を被る。お互

い協力し合って行動することが、当

事者・保護者にとって最終的ないい

結果をもたらすと考えている。理事

の英知を結集して会の方向性をさぐ

りたい。

○五十嵐康郎、副会長の所信表明

自閉症と私　五十嵐康郎…「自閉症

児との出会い」…自閉症児との出会

いは、高校 3年生の時にボランティ

アとして訪問した知的障害児施設で

した。大人しく席に座っていないこ

と、指示に従わないこと、勝手に黒

板一杯に何匹も、何匹も魚の絵を書

き連ねて、その一匹一匹に細かく鱗

が措かれていたことが印象的でし

た。　この体験がきっかけとなって

福祉の道に進むことを決意しまし

た。

「ひゆうまん運動」

　日本福祉大学在学中に水上勉氏の

「拝啓池田総理大臣殿」などから、

重い障害のある子どもの施設が不足

していることを知って、知的障害児
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施設を創ろうと思い立ち、大学を休

学して「ひゆうまん運動」を創設し

ました。

　戦後の知的障害福祉のメッカとし

て知られていた滋賀県の一麦寮の田

村一二先生から「障害のある子ども

がいるから、私たちが存在している」

すなわち「この子らは世の光」であ

ることを教わりました。同じ滋賀県

の止揚学園の福井達雨先生から「自

らが差別者であり、差別者として謝

り続ける」さらには「差別と闘う」

という障害福祉にかかわる基本姿勢

を学びました。一麦寮も止揚学園も

利用者の大半が自閉症の人でした。

　誰もが地域でごくあたり前に暮ら

せる社会が理想であり、入所施設は

障害者差別につながるとの考えにい

たり、施設創りを断念しました。

「滝乃川学園重度棟」

　大学卒業後に田村一二先生の紹介

で滝乃川学園児童部に就職し、重い

知的障害を伴う自閉症の子どもを担

当することになりました。着任当時

の重度棟は 20 坪ほどの木造の老朽

家屋で、入口に鍵をかけ、部分的に

は二重の鍵を使って子どもたちの生

活の全てがその狭い建物の中で行わ

れていました。

　重度棟に一歩入ると、窓にはベニ

ヤ板が打ち付けられ、夏は棟内が熱

気と大小便と汗の織り交ざった異臭

で息苦しく、座っているだけで全身

から汗が噴出してくるほどでした。

冬はストーブが置けないために子ど

もたちの寝ている横で氷がはるほど

でした。畳や壁の至る所に大小便が

こびりつき、畳をむしった藁屑が半

日ほどで大きなポリバケツー杯にな

り、畳はいつもべとべとしていまし

た。毎日厚手のガラスが割られ、壁

が剥ぎ取られ、天井板が破られてい

ました。自傷や他害が絶えず、� 人

の子どもが他の子どもの傷口を引き

裂いたかと思えば、もう �人の子ど

もは別の子どもの耳を引きちぎって

出血している。あちらではまだ治り

きらぬ自分の傷口を引きむしってい

るという状態でした。

　便つぼの中に衣類や玩具を投げ込

む者、天井裏を走り回る者、どんな

破れ目や鍵のかけ忘れも見逃さず、

どこへいってしまうか分からない子

どもたち、真夜中に全員いなくなっ

て大騒ぎになることもしばしばで、

しかも 24 時拘束、�3 時間実働勤務

という過酷さで、職員が次々と辞め

ていきました。

「生活改善の取り組み」

　まずは、掃除、修繕、布団干し等

の環境整備に取り組みました。畳は

全部出して、五寸釘、タワシ、雑巾、

バケツを持って床板や壁の掃除をし

てカーペットを貼りました。ベニヤ

板をはがして窓にガラスを入れる。

ベニヤ板を買ってきて天井や壁をは

る。．一日に何度もはき掃除や拭き

掃除をしました。

　次にできるだけ多くの時間を重度

棟外で過ごすようにしました。2 グ

ループに分けて散歩に連れ出した

り、手製の教材で訓練したり、お絵

かきをしたりしました。遠足や外泊

訓練にも積極的に参加しました。そ

うした取り組みを通して子どもたち

が劇的に変わりました。最終的には

重度棟を廃止して、鍵のない開放さ

れた生活を実現しました。

　この経験から、鍵を必要としてい

たのは自閉症のネどもたちではな

く、環境のまずさと支援者の未熟さ

に原因があると確信し、鍵に頼らな

い支援が私の信念になりました。

「自閉症総合援助センターをめざし

て」

　重度棟で出会った子どもたちが成

人し、巣立ちを見送って、一つの区

切りがついたこと、若気のいたりか

ら安易な施設否定に走り、施設創り

を中途で投げ出してしまったことな

どの思いから、東京の自宅を売却し

て自己資金を確保し、自閉症の人た

ちの理想的な施設創りに取り組みま

した。

　現在は自閉症総合援助センターと

して、自閉症施設を中 JL、に早期

療育から、生活支援、就労支援、居

宅支援、行動援護、相談支援、普及

啓発、専門員養成など、ライフステー

ジを通した総合的な支援に取り組ん

でいます。

「決意表明」

　このたびは副会長候補にご推挙い

ただき身に余る光栄です。私ごとき

が本当にお役に立てるだろうかとい

う思いもありますが、高校時代に自

閉症の子どもと出会ってから半世紀

近くを自閉症に携わってきた私に与

えられた天命として、精一杯頑張ら

せていただく所存です。

　滝乃川学園在職中には、生活見直

しや地域での就学を求めて、厚生労

働省や東京都とも交渉してきまし

た。また、支援費制度がスタートし

た折には、早期療育が危機に瀕した

ことから、児童デイサービスの単価

を引き上げるよう、大分県内で 3万

名の署名を集めて厚生労働省と交渉

し、大幅な引き上げを実現しました。

現在は全自者協会長として、自閉症

支援のあり方について研究、協議す

ると共に、自閉症の人たちが安心し

て暮らせる共生社会実現に向けて厚

生労働省や各政党に対して懇談や要

望活動を行っています。正しいこと

を主張し続ければ必ず実現するとい

うのが私の信条です。

 ○新保文彦、副会長の所信表明

　私は 55 歳で息子 24 歳が自閉症で

入所施設に通っている。この協会に

は息子が小学校 �年頃、藁をも縋る

思いで入った。お医者さんと喧々
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囂々とやり合ったことを覚えてい

る。これまで、日本自閉症協会長野

県支部会長 �0 年関東ブロック理事、

昨年は事務局長補佐として働いてき

た。私が考える副会長として備える

べき事柄には次の 3つがあると考え

ている。まず１は、ナンバー２とし

ての顔であり、世間にアピールする

力量である。２．は、自閉症の専門

家としての啓発的な活動が出来ると

いうこと。３．には親として、思い

を形として残す。実務を担える力量

をもつ。ということである。

　私が考える実務は「繋ぐ」という

ことがテーマである。自閉症協会加

盟団体と双方向ベースを作る。日本

自閉症協会が加盟団体とつながるた

めのベースをまず創っていくことが

大切である。そして、関係団体・メ

ディア・政治・労働の問題と「つなげ」

ていく。そのため、自分は営業活動

をすることだと考えている。口で言

うのは容易だが、真にこれを実現す

るには時間かかるが、トライ・アン

ド・トライで、よりベターな方向を

探ることを、理事の協力を得て実践

していきたい。          （河村）
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平成 2 ３年度独立行政法人社会福祉医療機構助成　「発達障害児・者の社会的自立支援体制構築事業」

こどもと保護者の為のワークショップ　

 ソーシャルクラスメンバー募集

～子どもの居場所づくり ・ 仲間作り～

お子さまがお友だちを作ったり、一緒に遊んだり、お話しすることが苦手だなと思うことはありませんか？

この夏休みよりゲームやグループ活動などを通して、ソーシャルスキルを身につけながら仲間づくりを築いて

いく―

家や学校・園以外の居場所づくり・仲間づくりを進めていきます。

子どもと共に保護者も遊びながら居場所づくり・仲間づくりを楽しみませんか。

　　☆☆　３つの　ソーシャルクラスのクラブを計画してメンバーを募集します☆☆☆　　　

　対象者　：　奈良県在住の自閉症と診断を受けた子供とその保護者

　

ゲーム＆グループ活動クラブ　

定員　　：　親子１２組

場所　　：　日伸体育文化センター　

　　　　　　　　　大和郡山市筒井町７４８（筒井駅より徒歩３分南へ筒井交番西信号すぐ）

参加費：　１回　５００円　（＊保険代とおやつ代）　

日時　　：　７月２２日（金）　８月５日（金）　　１３：２０～１４：４０

　　　　　　　９月からは　　日曜日　　月１回

☆インストラクターは　奈良ＨＡＨＡＨ A キャラバン隊保護者です。

ペアレントメンターによる　ピア・トレーニングです。

　問合せ・申込先　TEL/FAX　０７４３－２５－４２９９ (7/20~) 

　　　　　　　　７月１９日までは　0744-33-4755(FAX& 留守電へ）

Ｅ－ mail  naraskip@yahoo.co.jp ( 携帯からもＯＫ )

ゲーム & グループ活動クラスの申し込みは、氏名 年齢 所属　〒番号、住所、電話番号 メールアドレス

をご記入の上ＦＡＸ、電子メールでご応募ください・

＊希望者多数の場合は　主催者で選考させていただきます。ご了承ください。
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☆夏休みクラブ　

夏休み中の子供さんとの過ごし方を　一緒に工夫してみませんか？

　      構造化された場面で　課題をしたり　ついでに　夏休みの宿題もす～いすい！

☆奈良県自閉症協会　ペアレントメンター保護者が　

　　　　　　　一緒にアドバイスをしながら　お手伝いします☆

定員　　：　１日につき　５組まで　　（無料・保険には個人加入下さい）

場所　　：　SKIP 教室　　大和郡山市泉原町１０－３

日時　　：　夏休み中　火曜日と　木曜日

午前の部　１０：００～１２：００

  午後の部　１３：００～１５：００   * １回ずつ　申し込みが必要です。（お盆期間も候補日になっています）

☆お料理クラブ

ホットプレートや　オーブントースターを使って１人１人の子供に合わせた課題設定で　楽しく親子簡単クッキ

ング　　

定員　：　１回につき　４組　（参加費　材料費　保険には個人加入して下さい）

場所　 ： ＳＫＩＰ教室　大和郡山市泉原町　１0 －３

日時   ：　夏休み中　水曜日　　１１：００～１３：００

問合せ・申込先　TEL/FAX　０７４３－２５－４２９９ (7/20~) 

７月１９日までは　0744-33-4755(FAX& 留守電へ）

Ｅ－ mail  naraskip@yahoo.co.jp ( 携帯からもＯＫ )

氏名 年齢 所属　郵便番号〒　住所　電話番号 メールアドレス

 夏休みクラブ　希望日を書いて下さい。

　　

お料理クラブ　

（　）８月１０日　パンケーキ

（　）８月１７日　餃子、プチしゅうまい

（　）８月２４日　プチパイ、ミニ源氏パイ

申し込み後　１週間以内にはお返事させて貰います。

勉強の為の保護者　だけの参加も大歓迎です！！

先生や自閉症に関わってくださっているすべての関係の方のご参加もお待ちしております！！

  ＳＫＩＰ教室　　周辺案内図

電車でお越しの方：

JR 大和小泉駅 ( 西口 ) より奈良交通バス

「矢田山町」行き「泉原南口」停留所よりすぐ。近鉄郡山駅より奈良交通

バス「泉原町」行き「泉原町」停留所より徒歩 2 分

お車でお越しの方：

国道 25 号線「小泉町西」交差点を北へすぐ

セレミューズ矢田山の北隣り、スーパー「ハッスル」の斜め向かいのビル

やきとり屋さんと　美容院の２階です。

駐車場もあります。
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平成 2３年度独立行政法人社会福祉医療機構助成　「発達障害児・者の社会的自立支援体制構築事業」

特定非営利活動法人　奈良県自閉症協会主催

平成２３年度　保護者の為の自閉症理解と生活支援ワークショップ　

　　自閉症として生まれてきた子供と楽しく過ごすために！

　　　ちょっとした工夫をして、ちょっと考えかたを変えてみて・・・

　　　　　自閉症の子どもをもつ親どうし、一緒に学びませんか？

対象者　：　奈良県内在住の自閉症の診断を受けた子どもの保護者

　　　　　　　　子どもの年齢は問いません。全１０回　出来る限りご参加出来る方

定員　　：　２０名　　　　　　　

参加費　：　無料　（２３年度　助成金対象になり　参加費無料になりました）

講師　　：　波多野　伸江先生（臨床心理士）　　　　　

場所　　：　奈良県心身障害者福祉センター（田原本）

ＳＫＩＰ教室　　大和郡山市泉原町１０－３（他）

時間　　：　１０：３０～１２：３０　

　　　　　　

　全８回予定　日程表

日時（田原本） 内　　　　　容 ＳＫＩＰ教室での補修日

９月　８日 自閉症って何？　 ９月１４日、１３日

９月２２日 評価について　　我子の事を知ろう！ ９月２７日　２９日

１０月２０日 構造化って何？　どうして必要？ １０月２５日　２７日　

１１月１０日 コミュニケーションについて　その１ １１月１５日　１７日

１２月１日 コミュニケーションについて　その２ １２月５日　６日　

１月１３日 困った行動？どうしたら １月１７日　２０日

２月２日 困った行動？　どうしたら？から　何故？ ２月７日　９日

３月２日 まとめ　質問 ３月６日　８日

＊２１年度・２２年度の参加者の引き続きの参加も大歓迎です。

　　　　　　　　　　更に　実践内容を取入れて計画中！！

　　＊奈良県心身障害者福祉センターの日程で参加出来なかった回は

　　　補修日を設けて　ＳＫＩＰ教室で　ビデオ学習等で対応致します。

　　　　　　　（補修日参加は事前に連絡が必ず必要です。）

　　＊補修日には　毎回の課題ワークのフォロー等も行います。

　　＊リピーターの方向けの　フォローアップ内容も用意しました。

　以前のＳＫＩＰ教室から　大和郡山市泉原町に引っ越ししました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地図は裏面に）

　支援グッズや　個別課題等のいろんな資料や、自閉症や発達障害の本や

　これまでの　講演会ビデオなども置いていますので　

補修日には　お時間のある限り　見ていただけます。
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実践勉強会、療育クラス案内

　　２０１１年度も実践勉強会　療育クラスを予定しています。

メンバーには　これまで子供の療育に通いながら実践されてきた保護者も加わり、養護の先生たち、以前の実践セ

ミナーの体験者です。いろんな形で子供と関わりながらの支援を一緒に進めていきませんか。お待ちしています。

参加資格は　過去に「保護者の為の勉強会」や　奈良県自閉症協会の講演会に参加された方、本年度の「保護者の

為のワークショップ」に参加対象にします。【リピーターも可】

療育カラスの予定

　☆夏休み特別療育クラス　

　　候補日　８月１日、９日、１５日、１６日　２９日　（２日以上参加可能な方）

　　　☆９月からの　水曜日や　土・日曜日を中心に　子供さんグループに合わせて

　　　　日程を調整させていただきます。

　　参加費　：無料（保険には個人加入下さい）

    勉強のための保護者だけの参加も大歓迎です。

　　先生や自閉症に関わってくださっている全ての関係の方のご参加もお待ちしております。

　

　保護者のための・実践とも　　

　問い合わせ・申込み先

　　　　　　　問合せ・申込先　TEL/FAX　０７４３－２５－４２９９ (7/20~) 

　　　　　　　　　　　　　　７月１９日までは　0744-33-4755(FAX& 留守電へ）

Ｅ－ mail  naraskip@yahoo.co.jp ( 携帯からもＯＫ )

　　　　　　　　　　　　

名　前 年齢 所属

〒

住所

電話番号

 

メールアドレス

　　

保護者のワークショップ希望　

　　

　実践勉強会　療育クラス希望   （　　）夏休み特別クラス

（　　）　９月からのクラス　

ＳＫＩＰ教室

  周辺案内図 

電車でお越しの方：

JR 大和小泉駅 (西口 )より奈良交通バス

「矢田山町」行き「泉原南口」停留所よりすぐ。近鉄郡山駅より奈良交通バス

「泉原町」行き「泉原町」停留所より徒歩 2分

お車でお越しの方：国道 25 号線「小泉町西」交差点を北へすぐスーパー「ハッ

スル」の斜め前セレミューズ矢田山の北隣りやきとり屋さんと　美容院の２階

です。

駐車場もあります。（２～３台）
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平成 2３年度独立行政法人社会福祉医療機構助成　「発達障害児・者の社会的自立支援体制構築事業」

特定非営利活動法人　　奈良県自閉症協会　主催

サポートブック作成＆グループ相談会　派遣依頼募集

☆保護者グループや支援者の団体様からのご依頼を頂けましたら

奈良県自閉症協会ペアレントメンターと奈良ＨＡＨ AHA キャラバン隊の母が２～５名グループで　お伺いいたし

ます。支援や療育の悩みをグループ相談形式でお受けしながらサポートブック研修と作成のお手伝いを　させてい

ただきます。

　　　問い合わせ先・申込先　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０７４３－２５－４２９９(7/20 より )　

　　　　　　　　　　　　e-mail      naraskip@yahoo.co.jp

　

ふ り が な 　

グループ・団体名 　

連絡先

TEL/FAX ｍａｉｌ（携帯可） 　

代表者名　 男・女（　　　）歳

会員・非会員 保護者・支援者

研修場所

会場名 参加予定人数　　　　　

　　　　　　　　人

住所

希望日時

第１希望　　　　　　　月　　　　　日　（　　　　　）　　　時間　　　　　：　　　～　　  :　　

第２希望　　　　　　　月　　　　　日　（　　　　　）　　　時間　　　　　：　　　～　　　：

第３希望　　　　　　　月　　　　　日　（　　　　　）　　　時間　　　　　：　    ～　　　：

　　　　　

希望の返信方法 FAX　　・　メール　　

　　☆　グループ人数は　何名からでも　ＯＫです。　（１０名以下が　理想ですが　ご相談させて貰います）

☆　申し込み頂きましたら　１週間以内にお返事致します。可能なら　メール方法が有難いです。

研修先会場　；　会場は　申し込みグループ団体様で　ご準備をお願いいたします。

　　　　　　　　ご用意が難しい場合は　当会ＳＫＩ P教室を　無料でお貸しいたします。

研修費用　　　　１人　基本として　サポートブック資料代５００円のみ　お願いいたします。

研修日時　　　８月～２月まで　可能な限り　平日　１０：００～１４：００の間で２～３時間　

サポートブックは、障害のある人のための支援ツールとして、

　　　保護者が近くにいないときに最低限の安全を守れるように、初めて接する人とよりよい　コミュニケー

ションがとれるようにという保護者の願いのもとに、つくられ始めるようになりました。

必要な個所を必要なときに見て貰うことができるように、障害をもつ子どもの成長にあわせてバージョンアッ

プを行い、保護者がより最新のものへと管理しながら障害をもつ子どもと一緒に楽しみながら作成いたします。

その活用方法としては　本人活動の時のボランティアの方に、ショートステイ先の支援員やヘルパーさんに、ま

た　幼稚園や学校の先生方に、さらに　水泳などの習い事のインストラクターや　おじいちゃん・おばあちゃん

や親戚の方へと　様々な用途に使用できます。

本人と周りの方々とのコミュニケーションを促進し　本人が地域で楽しく過ごすために　その意義を理解して

頂き、有効に活用できるよう、保護者さんだけでなく　支援者の方のグループも大歓迎です。　
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平成 2 ３年度独立行政法人社会福祉医療機構助成　「発達障害児・者の社会的自立支援体制構築事業」

皆さまの地域へ　キャラバン隊の巡回公演依頼募集　

　皆さまのもとへ　　　奈良県自閉症協会

 

 
～ 知ってほしいな 自閉症・発達障がいのこと 

こんにちは。奈良 HA-HA-HA キャラバン隊です。私達は自閉症の子どもを育てる母親達です。外見からはなか

なかわかりにくく誤解されやすい「自閉症」・「アスペルガー症候群」など「発達障がい」とよばれる人達の事を知っ

て頂きたくてこの活動を始めました。

脳の働きにユニークさがある自閉症の人たちの事を「自分の立場」に置き換えて考え理解する事は、なかなか

難しい事です。しかし、たくさんの疑似体験を交える事で、少しでも多くの人と自閉症の人達との距離を縮め

る事ができたらいいなと思います。「 困った人ではなく、困っている人だ 」という理解があれば、そのユニー

クさも個性として、「共に安心して生きていける社会」に繋がると私たちは信じています。

『 自閉症である事は特別な事ではありません。誰にでも得意なことと苦手なことがあるように、自閉症の人に

も出来ることと出来ないことがあります。みんな一人一人違っていて当たり前なのです。 』

そんなメッセージを込めて先生・保護者・児童・支援者、一般の方を対象にお話させて頂いています。

奈良ＨＡＨＡＨＡキャラバン隊 講演依頼先 
 募集中！！！  日程や 内容等 
    ご相談させていただきます。 
 

 

 

  保護者の団体、グループ 
 サービス事業所や施設様へ 
幼稚園、学校など 何処へでも 
  ご依頼がありましたら 
  ご相談の上 お伺いします。  

 

  ～ 公 演 内 容 ～ 

  自  閉  症  っ て  何 ？       

  見  え  方   体  験  

  聞  こ  え  方  体 験 

  コ イ ン い れ  体 験 

  嬉  し  い  接 し 方 

  ひ  び  割  れ  壺 

  ぼ く た ち の せ か い 

   母  の  気  持  ち  

         歌  etc…                           問い合わせ先　　ＴＥＬ／ＦＡＸ　０７４３－２５－４２９９

　　　　　　　asj_nara_oomiya@yahoo.co.jp

　　

＊＊＊＊＊　奈良ＨＡＨＡＨＡ隊メンバーは＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　全て自閉症の子供を育てている母たちです。

　　　　　　　不思議な　笑える自閉っ子たちから　元気をもらった母より

　＊＊＊＊＊　　　皆さまをきらきら星人の世界へご招待　　＊＊＊＊＊

NPO 法人 奈良県自閉症協会 奈良 HA-HA-HA キャラバン隊
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「感覚統合療法」～普段の生活に活

かせる方法～

同時に 2つの事をするのが苦手なこ

とがありませんか？

（黒板を見ながら板書をするのが苦

手であるとか）

教室で先生の声を聴いたり、先生を

見たり、いろいろな刺激の中から適

切な刺激を選ぶことが苦手だったり

しませんか？

リハセンの宮崎先生にお越しいただ

き、感覚統合療法について基礎から

普段の生活（家庭や学校）に活かせ

る方法を教えていただく予定です。

日時　９月２６日（月）　

      ９：３０～１２：００

場所　大和郡山福祉会館

講師　奈良県総合リハビリテーショ

ンセンター宮﨑義博先生

参加ご希望の方は、ケンケンパメー

ルアドレス：info@kenkenpa.org へ

連絡ください。

また、参加ご希望の方へは事前に宮

﨑先生への質問をお受けしたいと思

います。

宮﨑先生にお聞きしたいこと（家で、

こういう時にどういう対応をしたら

いいの？

家庭や学校で困っていること・・・

など）があれば、ケンケンパメー

ルアドレス、またはケンケンパ

世話人の吉川（メールアドレス

mikana0�28@ybb.ne.jp）まで、ご連

絡ください。

たくさんの方の参加をお待ちしてお

ります。

ケンケンパより

勉強会のご案内

  20�� 年も子どもゆめ基金の助成

を受けることができ、今回は生駒山

ろく公園にてバーベキューを計画中

です。

　日にちは �0 月中の土、日いずれ

かで検討中です。

すがすがしい秋の気候の中、思い切

り自然を満喫しませんか？！詳細が

決まり次第、絆にてお知らせいたし

ます。

療育部役員一同

自閉症児親子療育

レクリエーションのご案内

６月
25 日より　始まりまし

た！

　昨年度好評につき、　今年も継続

して「自閉症児・者と共に楽しむス

ポーツ・体操教室」を開催致してい

ます。全 6回の１回目が　この 6月

25 日より始まりました。

暑い中　集まって下さった保護者

様、元気な子供たち、お疲れ様でし

た。汗一杯になりながら　皆さん頑

張ってくださいました。

前半は木村由子先生のふれあい体操

です。　音楽に合わせて、体を動か

すだけでなく、親子や参加者同士の

ふれあいを大切に子供たちの良いと

ころを見つけながら、楽しめるよう、

心がけて下さっています。みんな、

自然に身体を動かす事ができ、のび

のびした時間を過ごせました。毎

回、市販の遊具ではなくレジ袋、新

聞紙、タオルなど身近にあるものを

使っての身体あそびを取り入れて下

さっています。今回は　透明の傘袋

を利用しての遊びでしたが、ちょっ

ぴり、梅雨の季節を感じる事もでき

ました。

後半のスポーツ教室は　視覚化スケ

ジュールと場所を少し構造化した

中、櫻井先生の指導の元、エネルギッ

シュに動き回ります。皆が同じ事を

する時間だけでなく、自分に合った、

やりたい、やってみたい、運動に選

択して挑戦できる時間も作って下さ

り、それぞれ　得意な事を楽しんだ

り、ちょっと苦手な事を親ごさんた

ちとやってみたり・・と　体を思いっ

きり動かしました。汗だくになりな

がら、水分補給や休憩しながら、自

分のペースで頑張れました。　

次
回　7 月 23 日（土）は　福祉

センタープールで　水泳教室

となります。保護者さまの付き添い、

よろしく　お願いいたします。

3 回目　8 月 28 日（日）の場所は

昨年度と同じ県営福祉パーク　２階

多目的運動ホールとなります。

　

「自閉症児・者と共に楽しむスポーツ・体操教室」
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平成２３年度　発達障害者就労支援セミナー

申　込　書

申し込み：メールまたはＦＡＸ（できるだけメールにて申し込みをお願いします。）

なお、メールにて申し込みいただく場合は、下記の必要事項をご連絡いただくか、奈良県ホームページイベント

情報のご案内 http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-2916.htm　から申込用紙をダウンロードし、送信してく

ださい。

Ｅ－ｍａｉｌ：compass0803@gmail.com

ＦＡＸ：０７４２－９３－７７１２

なら障がい者就業・生活支援センターコンパス

電話　０７４２（３２）５５１２

※定員を超えた申し込みがありましたら、下記２の連絡先にご連絡させていただきます。

１．所属先等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．ご連絡先（ＴＥＬ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．ご芳名（ふりがな）・職名等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．セミナーに期待すること
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　　　　日本自転車振興会（全国心身障害児福祉財団補助金）助成活動

「親子ふれあい療育キャンプ」のキャンプヘルパー募集

奈良県自閉症協会では、日本自転車振興会（全国心身障害児福祉財団補助金）の助成金の交付を受けて平成２３

年度「親子ふれあい療育キャンプ」を実施いたします。２日間にわたり、キャンプのお手伝いをしてくださるキャ

ンプヘルパーを募集いたします。

実施期間：2011 年 8 月 6 日（土）～ 7 日（日）

実施場所： 大阪市舞洲障害者スポーツセンター「アミティ舞洲」

大阪市此花区北港白津２－１－４６

費　　用：無料（傷害保険についても当支部で負担いたします。）

交通手段：近鉄八木駅・近鉄奈良駅より、貸切バスで往復します。

（自家用車や電車を使って現地集合されてもかまいません。）

本キャンプの活動の特色：

本キャンプは、参加する子供の自然体験の場であるとともに、自閉症の障害特性を実践的に学びあう場とする。

専門家の指導の下、自閉症に特化した療育法、構造化した環境整備の実際を体験する。このキャンプの参加者が、

活動を通じて自閉症児者の社会的自立と社会参加のための支援環境作りのあり方を考え、自閉症の理解を深めるこ

とを目的とする。

                                                                                         日程（予定）

一日目 8/6 ( 土）                                                                                  二日目 8/7（日）

10：30 近鉄八木駅発～近鉄奈良駅（貸し切バス）　　　　　    7:00 起床　洗面　更衣

12：00 アミティ舞洲到着　　　　　　　　　　　　　　　　   7:30 朝の会　

12：30 昼食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   7:45 朝食

13：30 始まりの会・集団活動（音楽遊び）　　　　　　　　　　　　　（部屋の片付け）　荷物移動

14：30 選択活動（プール・散策・環境工場見学・

マグカップ絵付け体験・プレイルーム）　　　　　　　9:00 選択活動（プール・散策・ボーリング・プ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レイルーム）

17：00 オリエンテーリング　　　　　　　　　　　　　　　11:30 昼食

18：00 夕食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13：00 出発（貸切バス）近鉄奈良駅～近鉄八木駅

19：00 入浴

21：00 就寝

申し込み問い合わせ：林　みどり　TEL/FAX：0742-23-6543　e-mail：hayashimido@yahoo.co.jp

締め切り：６月２５日 ( 土 )

●多くのご参加をお待ちしております。

● 7 月１０日（日）大和郡山社会福祉会館で行うプレキャンプにも、ご参加をお願いいたします。

プレキャンプとは、本キャンプ前に主催者・参加者が一堂に集まり、キャンプの概要の確認や担当児童との顔合

わせをします。


